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第4回定例会 

▼
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
周
辺
機
器
購
入
の
件 

・
小
学
校
、
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
に
設
置
す
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
一
万
四
千
五
百
六
十
七
台
お
よ
び
周
辺
機
器
を
購
入
す
る
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の 

▼
テ
レ
ビ
購
入
の
件 

・
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
に
設
置
す
る
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
対
応
テ
レ
ビ
千
八
百
二
十
六
台
を
購
入
す
る
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の 

▼
電
子
黒
板
購
入
の
件 

・
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
に
設
置
す
る
電
子
黒
板
百
十
七
台
を
購
入
す
る
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の 

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
の
件 

・
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
人
事
院
勧
告
の
内
容
に
準
じ
て
、

給
料
月
額
、
期
末
手
当
お
よ
び
勤
勉
手
当
の
額
の
改
定
、
持
家
居
住
者
等

に
対
す
る
住
居
手
当
の
廃
止
、
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
割
合
の
改
定
な

ら
び
に
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
新
設
を
行
い
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月

に
支
給
さ
れ
る
期
末
手
当
に
関
す
る
特
例
を
設
け
る
と
と
も
に
、
管
理
職

員
特
別
勤
務
手
当
を
設
け
、
あ
わ
せ
て
関
係
条
文
お
よ
び
関
係
条
例
の
整

備
を
す
る
も
の 

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件 

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
地

方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
補
正
予
算
を
専
決
処
分
し
た
の
で
、
同
法
の

規
定
に
よ
り
、
こ
れ
を
議
会
に
報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
も
の 

▼
工
事
請
負
契
約
締
結
の
件 

・
高
麗
通
線
道
路
築
造
工
事
（
そ
の
二
十
）
請
負
契
約
を
締
結
す
る
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の 

▼
鹿
児
島
市
営
住
宅
条
例
一
部
改
正
の
件 

・
辻
ケ
丘
住
宅
四
十
七
戸
（
第
二
期
工
事
分
）
が
し
ゅ
ん
工
す
る
の
で
、
こ
れ

を
市
営
住
宅
と
し
て
設
置
し
、
辻
ケ
丘
住
宅
を
建
て
替
え
る
た
め
、
同
住
宅

五
十
戸
（
第
三
期
工
事
計
画
分
）
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
東
佐
多
住
宅
一

戸
を
廃
止
す
る
も
の 

▼
平
成
二
十
一
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
） 

　
◎
主
な
内
容 

・
す
こ
や
か
子
育
て
交
流
館
（
仮
称
）
施
設
整
備
事
業 

・
児
童
福
祉
施
設
整
備
費
等
補
助
金 

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
費 

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
事
業 

・
呉
服
町
六
番
街
区
等
整
備
事
業 

▼
平
成
二
十
一
年
度
鹿
児
島
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
） 

・
認
知
症
対
策
連
携
事
業 

▼
平
成
二
十
一
年
度
鹿
児
島
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
） 

・
後
期
高
齢
者
医
療
運
営
経
費 

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件 

・
船
倉
　
功
氏 

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件 

　
・
鶴
田
明
継
氏
　
　
・
大
塚
次
則
氏
　
　
・
川
　
春
代
氏 

　
・
西
村
光
行
氏 

〔
第
四
回
定
例
会
〕 

　
平
成
二
十
一
年
第
四
回
定
例

会
は
、
十
一
月
二
十
日
か
ら
十

二
月
十
七
日
ま
で
の
二
十
八
日

間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
の
取
り
扱
い
と
な

っ
て
い
ま
し
た
平
成
二
十
年
度

企
業
会
計
決
算
議
案
六
件
を
い

ず
れ
も
認
定
な
ら
び
に
可
決
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
小
学
校
、
中
学
校
お
よ

び
高
等
学
校
に
設
置
す
る
「
パ

ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
周

辺
機
器
購
入
の
件
」
を
は
じ
め
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
補
助
事
業
に
要
す
る
経
費
や

中
心
市
街
地
に
新
た
な
に
ぎ
わ

い
の
創
出
を
図
る
た
め
、
呉
服

町
六
番
街
区
の
商
業
施
設
等
の

整
備
に
対
す
る
補
助
金
な
ど
を

含
む
「
平
成
二
十
一
年
度
鹿
児

島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

六
号
）」
の
ほ
か
、
認
知
症
対

策
連
携
事
業
費
を
計
上
し
た
「
平

成
二
十
一
年
度
鹿
児
島
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）」
な
ど
議
案
二
十
六
件

を
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
な

ら
び
に
同
意
し
ま
し
た
。 
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本市の高齢者虐待件数 
の推移 

（
次
頁
上
段
へ
つ
づ
く
） 

 
　
　
　
旧
五
町
と
の
合
併
の
成
果
と

課
題
は
。
ま
た
速
や
か
な
一
体
化
に

向
け
て
の
市
長
の
思
い
は
。 

 

　
　
　
合
併
に
よ
り
、
農
林
水
産
業

や
豊
か
な
自
然
な
ど
の
新
た
な
地
域

資
源
が
加
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
を
最
大
限
に
生
か
し
、
す
べ
て
の

方
々
に
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
社
会
基
盤
の
計
画
的
な
整
備
・

改
修
な
ど
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
盛
り
込
ま
れ
た
各
種
事
業
の
着
実

な
実
施
や
、
市
民
相
互
の
交
流
の
促

進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。 

　
こ
の
結
果
、
道
路
・
学
校
・
水
道

施
設
等
の
整
備
が
進
み
、
ま
た
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
桜
島
を
生
か

し
た
観
光
振
興
な
ど
、
新
た
な
魅
力

が
創
出
さ
れ
た
ほ
か
、
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
（
規
模
拡
大
効
果
）
を
生
か

し
た
効
率
的
な
行
財
政
運
営
も
図
ら

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
速

や
か
な
一
体
化
と
均
衡
あ
る
発
展
は

着
実
に
前
進
し
て
き
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。 

　
そ
の
一
方
で
、
旧
五
町
地
域
の
方
々

か
ら
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

今
後
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

色
を
生
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
新
し

い
魅
力
を
持
っ
た
本
市
の
創
造
に
全

力
を
傾
注
し
て
い
き
た
い
。 

 

　
　
　
新
地
方
公
会
計
モ
デ
ル
に
お

け
る
財
務
書
類
四
表
に
よ
る
新
た
な

財
政
分
析
に
対
す
る
見
解
（
社
会
資

本
の
整
備
状
況
、
他
都
市
と
の
比
較

な
ど
）
お
よ
び
総
合
的
な
所
感
は
。 

 

　
　
　
新
公
会
計
制
度
に
よ
る
決
算

の
財
務
書
類
四
表
に
つ
い
て
は
、
今

回
初
め
て
作
成
・
公
表
し
た
が
、
こ

の
中
で
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
社

会
資
本
の
整
備
状
況
は
、
有
形
固
定

資
産
が
昨
年
度
に
比
べ
約
五
十
億
円

増
加
し
て
お
り
、
道
路
・
公
園
な
ど

の
都
市
基
盤
や
学
校
な
ど
の
教
育
施

設
な
ど
が
着
実
に
整
備
さ
れ
て
き
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

　
現
在
、
財
務
書
類
四
表
を
公
表
し

て
い
る
中
核
市
が
大
変
少
な
い
状
況

で
あ
る
の
で
、
現
時
点
で
は
他
都
市

と
の
比
較
、
評
価
を
す
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
こ
の
よ
う
な
財
務
分
析
を

行
い
、
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

の
財
政
状
況
を
多
面
的
に
把
握
す
る

こ
と
や
、
公
社
な
ど
を
含
め
た
連
結

財
務
状
況
を
全
体
的
に
把
握
す
る
こ

と
に
も
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

　
公
会
計
制
度
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

さ
ら
に
内
容
が
整
備
さ
れ
、
分
析
や

比
較
方
法
な
ど
の
研
究
も
進
む
こ
と

に
よ
り
、
財
政
状
況
を
示
す
有
用
な

指
標
に
な
る
と
と
も
に
、
将
来
の
財

政
運
営
の
判
断
指
標
と
し
て
も
期
待

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

　
　
　
現
在
、
政
府
の
税
制
調
査
会

に
お
い
て
、
子
ど
も
手
当
の
財
源
と

し
て
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
廃
止

が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
議
論

に
つ
い
て
、
市
長
の
認
識
と
見
解
は
。 

 
　
　
　
税
制
に
つ
い
て
は
、
国
・
地

方
を
通
じ
た
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、

少
子
・
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
展
す
る
中
で
、
持
続
可
能
な
社
会

経
済
シ
ス
テ
ム
や
社
会
保
障
制
度
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
社
会
全
体
で

支
え
あ
い
、
国
民
が
信
頼
で
き
る
公

平
か
つ
中
立
な
税
制
度
が
構
築
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

　
配
偶
者
控
除
等
の
廃
止
に
つ
い
て

は
、
国
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
も
大

き
い
こ
と
か
ら
、
国
民
の
理
解
が
十

分
得
ら
れ
る
よ
う
、
各
面
か
ら
の
検

討
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同

調
査
会
に
お
い
て
論
議
が
な
さ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
動
向
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

    

　
　
　
た
と
え
利
用
児
童
数
が
少
な

く
て
も
、
市
街
化
調
整
区
域
お
よ
び

旧
五
町
地
域
に
お
け
る
児
童
ク
ラ
ブ

設
置
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。 

 

　
　
　
同
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
が
安

心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
と
、
放
課
後
に
お
け
る
児
童
の

安
全
の
確
保
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
、
整
備
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。 

　
同
ク
ラ
ブ
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、

待
機
児
童
の
多
い
地
域
や
対
象
児
童

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
地
域
を
優
先

し
て
整
備
し
て
お
り
、
市
街
化
調
整

区
域
や
旧
五
町
地
域
に
つ
い
て
も
十

九
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
。 

　
同
ク
ラ
ブ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

こ
の
方
針
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
子
育
て
支

援
の
さ
ら
な
る
充
実
と
、
児
童
の
健

全
育
成
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
域
の

実
態
に
即
し
た
対
応
も
視
野
に
入
れ

て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。 

　
　
　
三
年
間
の
国
の
補
助
事
業
と

し
て
平
成
二
十
二
年
一
月
か
ら
実
施

す
る
認
知
症
対
策
連
携
事
業
に
お
け

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
医
療
支
援
、
情

報
提
供
の
具
体
的
な
内
容
は
。 

 

　
　
　
認
知
症
対
策
に
係
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
市
全
域
を
対
象
と
し
、

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
と
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
な
が

ら
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
活
用
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。 

　
医
療
支
援
に
つ
い
て
は
同
医
療
セ

ン
タ
ー
が
か
か
り
つ
け
医
な
ど
の
相

談
に
応
じ
、
支
援
・
助
言
、
研
修
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
病
状
に
応
じ

た
専
門
医
療
機
関
を
紹
介
す
る
な
ど

地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
情

報
提
供
等
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
本
部
に
配
置
す
る
認
知
症
連
携

担
当
者
と
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
連
携
し
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。 

　
同
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
今
後
増

加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
認
知
症

者
へ
の
対
策
が
効
果
的
な
も
の
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。 

    

　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
継

続
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の

負
担
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
保
険
料

の
引
き
上
げ
を
行
わ
な
い
こ
と
、
ま

た
、
そ
の
負
担
軽
減
を
自
治
体
任
せ

に
せ
ず
、
十
分
な
財
政
措
置
を
さ
れ

る
よ
う
国
や
広
域
連
合
に
要
請
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
は
。 

 

　
　
　
国
に
お
い
て
は
、
新
た
な
高

齢
者
医
療
制
度
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
た
め
、「
高
齢
者
医
療
制
度
改
革

会
議
」
を
設
置
し
、
平
成
二
十
四
年

度
末
を
目
途
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
廃
止
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
新
制
度

へ
の
移
行
ま
で
の
間
は
、
高
齢
者
の

方
々
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
制
度
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

保
険
料
の
増
加
を
可
能
な
限
り
抑
制

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い

る
。 

　
ま
た
保
険
料
の
増
加
の
抑
制
に
つ

い
て
は
財
源
が
必
要
と
な
る
が
、
全

国
市
長
会
に
お
い
て
は
、
国
に
対
し
、

保
険
料
負
担
軽
減
等
の
特
別
対
策
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
二
十
二
年
度
以

降
も
継
続
し
、
国
の
責
任
に
お
い
て

十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を

要
望
し
て
い
る
。 

　
な
お
、
国
に
お
い
て
は
、
広
域
連

合
に
対
し
保
険
料
増
加
の
抑
制
措
置

を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
　
　
平
成
十
八
年
度
以
降
の
高
齢

者
虐
待
件
数
の
推
移
は
。
ま
た
新
た

に
設
置
す
る
「（
仮
称
）
高
齢
者
虐

待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
の

目
的
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
仕
組

み
は
。 

 

　
　
　
本
市
の
虐
待
件
数
は
、
年
々

増
加
し
て
き
て
い
る
。（
左
図
参
照
） 

　
ま
た
同
協
議
会
は
、
高
齢
者
虐
待

の
防
止
、
虐
待
を
受
け
た
高
齢
者
の

迅
速
か
つ
適
切
な
保
護
お
よ
び
養
護

者
に
対
す
る
適
切
な
支
援
を
行
う
た

め
、
関
係
機
関
が
情
報
を
共
有
し
、

適
切
な
連
携
の
も
と
で
対
応
で
き
る

よ
う
設
置
す
る
も
の
で
、
二
十
二
年

一
月
に
実
務
者
会
議
、
三
月
に
は
同

協
議
会
を
発
足
し
た
後
、
代
表
者
会

議
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。 

　
な
お
同
協
議
会
で
は
、
介
護
・
医

療
・
警
察
・
法
律
な
ど
の
関
係
機
関

で
構
成
す
る
機
関
を
代
表
者
会
議
お

よ
び
実
務
者
会
議
と
し
、
関
係
機
関

の
担
当
者
が
個
別
の
事
例
に
即
し
た

対
応
を
協
議
す
る
場
を
個
別
ケ
ー
ス

検
討
会
議
と
位
置
づ
け
て
い
る
。 

　
　
　
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
健

康
へ
の
影
響
は
。
ま
た
成
長
期
の
子

ど
も
た
ち
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る

中
、
学
校
給
食
で
使
用
す
る
食
材
に

つ
い
て
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の

選
別
と
監
視
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
の
か
。 

 

　
　
　
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

海
外
で
の
動
物
実
験
に
お
い
て
、
体

重
低
下
、
免
疫
異
常
な
ど
安
全
性
に

疑
問
を
呈
す
る
結
果
が
一
部
発
表
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
我
が
国

に
お
い
て
は
、
食
品
安
全
委
員
会
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
や
産
生
た
ん
ぱ
く
質
の

有
害
性
の
有
無
な
ど
、
健
康
に
対
す

る
安
全
性
を
科
学
的
に
審
査
し
、
安

全
と
判
断
さ
れ
た
食
品
が
流
通
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

　
学
校
給
食
に
お
け
る
遺
伝
子
組
み

換
え
食
品
の
選
別
や
監
視
に
つ
い
て

は
、
納
入
業
者
と
の
契
約
の
際
に
、

物
資
調
達
要
項
で
品
質
や
規
格
等
の

基
準
を
示
し
、
安
心
で
安
全
な
食
材

を
納
入
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
お

り
、
ま
た
、
納
入
業
者
か
ら
の
原
料

規
格
書
等
で
確
認
す
る
と
と
も
に
、

食
材
の
納
入
時
に
も
栄
養
教
諭
等
が

品
質
や
生
産
地
等
の
確
認
を
し
て
い

る
。 

    

　
　
　
市
民
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
面

に
関
わ
り
の
あ
る
生
涯
学
習
の
、
市

政
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
対
し
て
の

市
長
の
見
解
は
。 

 

　
　
　
「
元
気
都
市
・
か
ご
し
ま
」

を
創
造
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
人

づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
」
が
大
き
な

柱
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

生
涯
学
習
社
会
の
形
成
・
充
実
は
大

変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。 

　
こ
れ
ま
で
も
生
涯
学
習
の
地
域
拠

点
の
一
つ
と
し
て
、
新
た
に
谷
山
北

公
民
館
を
建
設
し
、
ま
た
、
す
べ
て

の
小
学
校
区
に
校
区
公
民
館
の
整
備

を
完
了
す
る
と
と
も
に
、
社
会
の
変

化
に
対
応
し
て
、「
高
齢
者
生
き
生

き
元
気
塾
」
を
創
設
す
る
な
ど
市
民

の
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
て
き
た
。 

　
今
後
も
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓

く
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
の
環
境

づ
く
り
と
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

生
き
生
き
と
学
べ
る
生
涯
学
習
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ら
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

問 答 

問 答 
問 答 問 
問 答 

答 問 答 問 

問 答 

問 答 答 

第４回定例会では14人の議員が
個人質疑を行いました。 
その中から一部を紹介します。
質疑者は次のとおりです。 

（日 本 共 産 党） 
（日 本 共 産 党） 
（日 本 共 産 党） 
（自 由 民 主 党） 
（自 民 み ら い） 
（社 会 民 主 党） 
（公 明 党） 
（無 所 属） 
（民主市民クラブ） 
（無 所 属） 
（公 明 党） 
（自由民主党新政会） 
（自由民主党新政会） 
（無 所 属） 

議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 

平 山 た か し  
山 下 ひ とみ  
大 園 た つ や  
堀 　 純 則  
井 上 　 剛  
北 森 た か お  
松 尾 ま こ と  
大 園 盛 仁  
伊 地 知 紘 徳  
のぐち英一郎 
中 尾 ま さ 子  
中 島 蔵 人  
杉 尾 巨 樹  
小 川 み さ 子  

個人  
　質疑  
から 



（3）平成22年（2010年）2月1日 市　　議　　会　　だ　　よ　　り 

友好代表団・答礼訪問団の視察報告 
　鹿児島市議会では、平成２１年度「鹿児島市
友好代表団」（長沙市訪問）および「鹿児島市・
パース市姉妹都市盟約３５周年答礼訪問団」に
議員を派遣しました。視察の概要は市議会事
務局発行の「調査時報」〔 1 月号〕に掲載し
ています。 
 
【閲覧できる場所】 
市議会図書室、市政情報コーナー、市民プ
ラザ、市民相談センター、消費生活セン
ター、支所、高齢者福祉センター、知的障
害者福祉センター、地域福祉館、吉田福祉
センター、福祉コミュニティセンター、勤
労者交流センター、地域公民館、サンエー
ルかごしま、勤労女性センター、勤労青少
年ホーム、市立図書館、県立図書館 

請願と陳情 
　市政に対する市民の要望や希望を直接反映させ
るための方法として、だれでも請願書や陳情書を
議会に提出することができます。本市議会では本
市の議員の紹介がある場合を「請願」、議員の紹
介がないものを「陳情」として扱っています。 

本会議のインターネットによる中継・録画放映 
　インターネットによる本会議中継と録画放映を
実施しています。 
＜アクセス方法＞ 
　鹿児島市議会ホームページ 
 （http://www.city.kagoshima.lg.jp/gikai/index.html） 
　トップ画面→「インターネット議会中継・録画」 

詳しいお問い合わせは、市議会事務局政務調査課まで 

　 099－216－1454（直通） 

詳しいお問い合わせは、市議会事務局議事課まで 

　 099－216－1456（直通） 

市議会からのお知らせ 

平川動物公園のコアラ 

    

　
　
　
新
規
学
卒
者
や
い
わ
ゆ
る
就

職
氷
河
期
世
代
と
言
わ
れ
る
方
々
の

就
労
や
自
立
支
援
、
雇
用
の
確
保
等

の
現
状
と
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
取
り

組
み
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
市
長
の

認
識
は
。 

 

　
　
　
現
下
の
厳
し
い
経
済
・
雇
用

情
勢
の
中
で
、
新
規
学
卒
者
は
就
職

決
定
状
況
が
平
成
二
十
年
と
比
べ
悪

化
し
て
き
て
お
り
、
ま
た
就
職
氷
河

期
世
代
に
つ
い
て
は
、
不
安
定
就
労

が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
大
変

厳
し
い
雇
用
環
境
や
生
活
状
況
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
の
若
者
が
、
将
来
に
希
望

を
抱
き
、
意
欲
を
持
っ
て
仕
事
に
取

り
組
み
、
自
立
す
る
こ
と
は
、
地
域

の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
鹿
児
島

市
緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
本
部
を
設

置
し
、
現
下
の
情
勢
に
対
応
す
る
た

め
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
き
て
い

る
。 

　
ま
た
本
市
の
さ
ら
な
る
経
済
活
性

化
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

観
光
関
連
産
業
の
振
興
や
企
業
誘
致
、

新
規
創
業
支
援
等
に
よ
り
雇
用
の
創

出
に
努
め
る
な
ど
、
地
元
で
誇
り
と

愛
着
を
持
っ
て
働
く
こ
と
の
で
き
る

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

    

　
　
　
平
川
動
物
公
園
の
コ
ア
ラ
の

こ
れ
ま
で
の
繁
殖
状
況
お
よ
び
現
在

の
飼
育
頭
数
は
。
ま
た
、
繁
殖
に
向

け
て
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。 

 

　
　
　
平
川
動
物
公
園
の
コ
ア
ラ
は
、

二
十
五
年
間
で
、
全
国
で
最
も
多
い

五
十
三
頭
が
繁
殖
し
、
平
成
八
年
度

と
九
年
度
に
は
最
も
多
い
二
十
七
頭

を
飼
育
し
て
い
た
が
、
現
在
は
オ
ス

一
頭
、
メ
ス
七
頭
の
合
計
八
頭
を
飼

育
し
て
い
る
。 

　
そ
の
内
、
オ
ス
一
頭
の
年
齢
は
現

在
十
二
歳
で
人
間
の
年
齢
に
換
算
す

る
と
八
十
歳
を
超
え
る
高
齢
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
園
内
で
繁
殖
を
進
め
る

た
め
の
オ
ス
の
導
入
を
国
内
の
各
園

に
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
名
古
屋
市
の

東
山
動
物
園
の
オ
ス
と
平
川
動
物
公

園
の
メ
ス
と
の
交
換
に
つ
い
て
の
協

議
が
整
い
、
オ
ス
の
導
入
が
で
き
る

こ
と
と
な
っ
た
。 

　
今
後
、
交
換
に
つ
い
て
の
手
続
き

を
進
め
、
繁
殖
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

※
一
月
に
オ
ス
は
死
亡
し
ま
し
た
。 

　
　
　
市
営
住
宅
の
空
き
家
募
集
に

お
け
る
改
善
点
と
期
待
さ
れ
る
効
果

は
。 

 

　
　
　
平
成
二
十
一
年
十
二
月
の
募

集
に
つ
い
て
は
、
返
還
検
査
や
修
繕

期
間
の
短
縮
な
ど
、
退
去
か
ら
空
き

家
募
集
ま
で
の
間
隔
の
改
善
を
図
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
過
去
五
年
間
の
平

均
募
集
戸
数
八
十
二
戸
を
大
き
く
上

回
る
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
多
い
百
三

十
四
戸
の
募
集
を
行
っ
た
。 

　
ま
た
申
込
者
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
募
集
案
内
書
を
、

申
込
み
資
格
な
ど
を
記
載
し
た
「
募

集
の
手
引
き
」
と
、
募
集
住
宅
な
ど

を
記
載
し
た
「
募
集
案
内
書
」
に
分

冊
す
る
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
募
集
戸
数
の
増
加
も
図
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

　
こ
れ
ら
の
改
善
策
の
結
果
、
今
後
、

年
間
約
百
二
十
戸
の
募
集
増
加
と
、

住
宅
使
用
料
約
八
百
万
円
の
歳
入
増

に
つ
な
が
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。 

　
さ
ら
に
二
十
二
年
一
月
か
ら
は
、

住
民
記
録
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の

活
用
に
よ
り
、
各
種
手
続
き
に
当
た

っ
て
添
付
を
求
め
て
い
た
、
住
民
票
、

所
得
額
証
明
書
、
資
産
証
明
書
を
省

略
で
き
、
入
居
者
の
負
担
軽
減
と
、

約
千
四
百
件
に
わ
た
る
手
続
き
の
簡

素
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。 

    

　
　
　
市
街
化
調
整
区
域
に
つ
い
て

は
、
線
引
き
の
撤
廃
を
含
め
思
い
切

っ
た
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
地

域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。 

 

　
　
　
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お

い
て
は
合
併
後
の
都
市
計
画
区
域
や

線
引
き
に
つ
い
て
、
当
面
、
急
激
な

土
地
利
用
の
変
化
を
避
け
、
現
状
を

基
本
と
し
た
土
地
利
用
を
維
持
す
る

こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
積
し

た
、
集
約
型
都
市
構
造
の
実
現
が
重

要
な
こ
と
か
ら
、
中
心
市
街
地
や
地

域
生
活
拠
点
、
農
山
村
地
域
の
既
存

集
落
の
核
と
な
る
地
区
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
応
じ
た
多

様
か
つ
多
層
的
な
都
市
機
能
の
集
積

を
誘
導
し
、
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で

日
常
生
活
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む

と
と
も
に
、
都
市
と
農
村
の
交
流
の

活
発
化
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

　
な
お
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い

て
は
、
既
存
集
落
活
性
化
住
宅
や
市

街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
住
宅
建
築

等
に
関
す
る
条
例
の
導
入
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
法
を
取
り
入
れ
、
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

    

　
　
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
新

築
住
宅
に
つ
い
て
は
平
成
十
八
年
六

月
か
ら
、
既
存
住
宅
に
つ
い
て
も
二

十
三
年
五
月
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
け
る

設
置
状
況
お
よ
び
設
置
に
よ
る
最
近

の
奏
功
事
例
は
。
ま
た
、
設
置
促
進

に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
。 

 

　
　
　
本
市
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
状
況
は
二
十
一
年
十
一
月
一

日
現
在
三
十
六
㌫
と
な
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
設
置
効
果
が
あ
っ
た
事
例
と

し
て
、
就
寝
中
に
火
災
の
煙
を
感
知

し
た
警
報
音
で
初
期
消
火
と
早
期
避

難
を
行
い
、
ぼ
や
で
済
ん
だ
火
災
の

ほ
か
、
コ
ン
ロ
の
消
し
忘
れ
に
よ
る

煙
の
発
生
を
感
知
し
、
火
災
に
至
ら

な
か
っ
た
事
例
な
ど
三
十
件
あ
っ
た
。 

　
こ
れ
ま
で
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
の
作
成
・
配
布
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
Ｃ
Ｍ
放
映
な
ど
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、
そ
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
設
置
効
果

が
あ
っ
た
事
例
の
紹
介
を
中
心
と
し

た
各
種
広
報
媒
体
に
よ
る
広
報
啓
発

の
強
化
や
、
関
係
団
体
等
が
実
施
す

る
共
同
購
入
へ
の
普
及
促
進
な
ど
、

さ
ら
に
努
力
と
工
夫
を
積
み
重
ね
て

早
期
設
置
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。 

　
　
　
平
成
二
十
年
度
交
通
事
業
特

別
会
計
決
算
に
お
い
て
軌
道
事
業

（
路
面
電
車
）
は
、
営
業
利
益
が
激

減
し
、
営
業
外
利
益
に
よ
っ
て
黒
字

が
保
た
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
に
あ

る
が
、
収
益
を
上
げ
る
た
め
の
積
極

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
見
解
は
。 

 

　
　
　
同
事
業
に
お
い
て
も
、
乗
客

の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
な
い
こ
と
が
収
支
に
表
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
か
な
り
の
危
機
感
を
持
っ
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
、
電
車
の
持
つ
環
境
面
や

一
部
料
金
面
で
の
優
位
性
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
や
、
乗
客
数
の
推
移
の
動
向

等
を
見
据
え
た
ダ
イ
ヤ
改
正
、
人
員
・

車
両
体
制
の
整
備
な
ど
、
適
切
な
対

応
を
図
り
な
が
ら
、
増
収
対
策
お
よ

び
経
費
節
減
に
努
力
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。 

　
今
後
、
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業

や
市
立
病
院
の
Ｊ
Ｔ
跡
地
へ
の
移
転

な
ど
も
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ら
の
状
況
も
見
据
え
る
中
で
、
各

面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

    

　
　
　
平
成
二
十
年
度
船
舶
事
業
特

別
会
計
決
算
は
、
一
億
七
百
四
十
万

円
の
純
損
失
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
要
因
に
つ
い
て
の
分
析
は
。 

 

　
　
　
収
入
面
に
お
い
て
は
、
貸
切

船
お
よ
び
納
涼
観
光
船
に
よ
る
遊
覧

船
収
益
や
旅
客
収
益
な
ど
が
十
九
年

度
よ
り
増
収
と
な
っ
た
も
の
の
、
世

界
的
な
原
油
高
を
背
景
と
す
る
ガ
ソ

リ
ン
価
格
の
高
騰
に
伴
う
航
送
車
両

台
数
の
減
少
に
加
え
、
車
両
の
小
型

化
に
よ
る
影
響
な
ど
に
よ
り
車
両
収

益
が
四
千
四
百
七
万
円
の
減
収
と
な

っ
た
。 

　
一
方
、
支
出
面
に
お
い
て
は
、
桜

島
港
料
金
徴
収
所
の
運
賃
収
納
業
務

の
委
託
化
や
船
員
の
嘱
託
化
を
進
め

る
な
ど
、
各
面
か
ら
経
費
節
減
に
取

り
組
ん
だ
も
の
の
、
船
舶
燃
料
の
高

騰
に
伴
い
、
動
力
費
が
十
九
年
度
と

比
較
し
て
六
千
五
百
三
十
七
万
円
増

加
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
純
損
失
と

な
っ
た
主
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。 

　
　
　
地
域
福
祉
館
施
設
整
備
事
業

お
よ
び
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
授
乳
室
設

置
事
業
は
、
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、

児
童
ル
ー
ム
を
設
置
し
て
い
る
地
域

福
祉
館
三
十
五
館
お
よ
び
市
民
福
祉

プ
ラ
ザ
に
授
乳
室
を
整
備
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
、
こ
れ

ら
の
施
設
に
授
乳
室
を
整
備
す
る
に

至
っ
た
経
緯
は
。 

 

　
　
　
授
乳
室
設
置
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
、
県
の
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
に
基
づ
く
施
設
整
備
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
中
で
、
用
途
面
積
が
二
千

平
方
㍍
以
上
で
乳
幼
児
連
れ
の
利
用

者
が
多
い
と
思
わ
れ
る
公
共
施
設
等

は
、
可
能
な
限
り
授
乳
場
所
を
設
置

す
る
よ
う
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本

市
の
す
こ
や
か
子
ど
も
元
気
プ
ラ
ン

に
お
い
て
も
「
子
育
て
を
支
援
す
る

生
活
環
境
の
整
備
」
と
し
て
、
公
共

施
設
に
対
し
て
子
ど
も
用
の
設
備
の

設
置
促
進
を
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
関
係
各
課
に
対
し

て
授
乳
場
所
の
確
保
を
要
請
し
て
き

て
い
る
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
今
回
、
県
補
助

金
の
対
象
に
授
乳
室
の
整
備
が
該
当

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

地
域
福
祉
館
な
ど
未
設
置
の
施
設
に

つ
い
て
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。 

　
今
回
の
事
業
に
よ
り
、
市
の
公
共

施
設
で
設
置
が
必
要
と
考
え
て
い
る

百
三
十
八
施
設
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で

の
整
備
分
と
合
わ
せ
、
七
十
八
施
設

に
つ
い
て
整
備
が
図
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。
残
り
の
六
十
施
設
に
つ
い
て

も
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
整
備
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。 

※ 

問 答 

問 

答 答 問 

答 問 

問 答 
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決
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審
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か
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委
員
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か
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　市議会は「定例会」と必要があるときに開かれる「臨時会」
があります。鹿児島市の「定例会」は年4回招集（2月又は

3月、6月、9月、11月又は12月）され、次のような順序で進められます。 

定　例　会 
　私たちの鹿児島市をより住みやすいまちにしていく
ためには、市民がみんなで話し合ってまちづくりを進

めていくことが最も望ましいのですが、市民すべてが集まり話し合うことはで
きません。            
　そこで、私たちは選挙で代表者を選び、その代表者に自分たちの代わりに市
政について話し合ってもらうわけです。            
　この代表者が、すなわち市議会議員と市長です。 
　市議会は、市議会議員で構成され、市長が市政を行うのに必要な条例や予算
などの重要なことがらを審議し決定する役割を担っています。 
　一方、市長は市議会で議決された条例や予算に従って各種の事務事業を行い
ます。 

 市議会と市政 

招　　 集 
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委
員
会
 

閉 会  

委員長報告 

常任委員会 

委員会付託 

質 疑  

提案説明 

開 会  

討 論  

表 決  

審議の内容がいろいろな分野にわたるため、専門の各
委員会へ審査を依頼 

議会に置かれている委員会で、本会議から付託された
議案等について専門的に詳細な審査を行う。現在５つ
の常任委員会（総務消防・市民健康福祉・経済企業・
建設・環境文教）を設置  

議案や市政についての質疑を行う 

委員会での審査経過と結果を各委員長が報告 

議員が議案について賛成か反対かの意見を述べる 

議案に対する議会としての最終的な意思を決定 

議長の宣言で閉会 

議長の宣言で開会 

市長が議会を招集 

市議会の仕組みと役割 
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民
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新
政
会
 ▼平成20年度鹿児島市病院事業特別会計決算についての議会の認定及び平成20年度鹿児島

　市病院事業剰余金処分についての議会の議決を求める件                 
▼平成20年度鹿児島市水道事業特別会計決算についての議会の認定及び平成20年度鹿児島
　市水道事業剰余金処分についての議会の議決を求める件                
▼平成20年度鹿児島市工業用水道事業特別会計決算についての議会の認定及び平成20年度
　鹿児島市工業用水道事業剰余金処分についての議会の議決を求める件 
▼平成20年度鹿児島市交通事業特別会計決算について議会の認定を求める件                 
▼平成20年度鹿児島市公共下水道事業特別会計決算について議会の認定を求める件                 
▼平成20年度鹿児島市船舶事業特別会計決算について議会の認定を求める件               
▼鹿児島県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少に関する件                 
▼平成21年度鹿児島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号）                 
▼鹿児島市公営企業職員の給与の種類及び基準を定める条例一部改正の件                 
▼パーソナルコンピュータ・周辺機器購入の件                 
▼テレビ購入の件                 
▼電子黒板購入の件                 
▼特別職の職員の給与に関する条例等一部改正の件                 
▼職員の給与に関する条例及び職員の勤務時間、休暇等に関する条例一部改正の件                 
▼鹿児島市職員に対する退職手当に関する条例一部改正の件                 
▼工事請負契約締結の件〔高麗通線道路築造工事（その20）〕                 
▼損害賠償の額の決定及び和解に関する件                 
▼鹿児島市営住宅条例一部改正の件                 
▼鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び同組合規約の一部
　変更に関する件                 
▼鹿児島広域市町村圏協議会を設ける普通地方公共団体の数の減少及び同協議会規約の一
　部変更に関する件                 
▼鹿児島広域市町村圏協議会を設ける普通地方公共団体の数の増加及び同協議会規約の一
　部変更に関する件                 
▼議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例及び鹿児島市職員等公務
　災害見舞金支給条例一部改正の件                 
▼平成21年度鹿児島市一般会計補正予算（第 6号）                 
▼平成21年度鹿児島市介護保険特別会計補正予算（第 3号）                 
▼平成21年度鹿児島市病院事業特別会計補正予算（第 3号）                 
▼平成21年度鹿児島市交通事業特別会計補正予算（第 3号）                 
▼平成21年度鹿児島市水道事業特別会計補正予算（第 2号）                 
▼平成21年度鹿児島市公共下水道事業特別会計補正予算（第 2号）                 
▼平成21年度鹿児島市船舶事業特別会計補正予算（第 2号）                 
▼専決処分の承認を求める件〔平成21年度鹿児島市一般会計補正予算（第 5号）〕                 
▼固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件                 
▼人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める件                

○賛成　×反対 議案等に対する各会派等の表決態度 

議員数 会派名等 所　属　議　員　名 議員数 所　属　議　員　名 会派名等 

自由民主党  
新 政 会  

民主市民クラブ 

わきた高徳 
山口たけし 
谷 川 修 一  
上 門 秀 彦  

杉 尾 巨 樹  
仮 屋 秀 一  
中 島 蔵 人  
平 山 　 哲  

奥山よしじろう
柿 元 一 雄  
小森こうぶん 
長田徳太郎 

川 越 桂 路  
志摩れい子 
鶴 薗 勝 利  
西川かずひろ 

大 森 　 忍  
森山きよみ 

ふじくぼ博文 
秋 広 正 健  

北森たかお ふくし山ノブスケ 

井 上 　 剛  
竹之下たかはる 

田 中 良 一  うえだ勇作 

堀 　 純 則  古 江 尚 子  入 船 攻 一  
大園たつや 山下ひとみ 平山たかし 
幾 村 清 徳  赤 崎 正 剛  
小川みさ子 
大 園 盛 仁  
のぐち英一郎 

政田けいじ 

松尾まこと 
崎元ひろのり 

上田ゆういち 
中尾まさ子 

長 浜 昌 三  小森のぶたか 

森 山 博 行  
泉 　 広 明  

伊地知紘徳 
片 平 孝 市  

三反園輝男 ふじた太一 

社会民主党  
 
自民みらい  

自由民主党  
日本共産党  
自民党第一  
無 所 属 A  
無 所 属 B  
無 所 属 C

6人 
 
5人 

3人 
3人 
2人 
1人 
1人 
1人 

16人 

6人 

公 明 党  6人 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
可決 

認定 

認定 
及び 
可決 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 


